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令
和
5
年
度
「
知
財
功
労
賞
」

令
和
5
年
度
「
知
財
功
労
賞
」

　

経
済
産
業
省
と
特
許
庁
は
４
月　

日
、
日
本
の
知
的
財
産
権
制
度
の
発
展
・
普
及
・
啓
発
に
貢
献
し

１１

た
個
人
及
び
知
的
財
産
権
制
度
を
積
極
的
に
活
用
し
た
企
業
等
を
表
彰
す
る
「
知
財
功
労
賞
」
の
令
和

５
年
度
受
賞
者
を
決
定
し
、
公
表
し
た
。
今
年
度
は
、
経
済
産
業
大
臣
表
彰
と
し
て
個
人
１
名
と
企
業

等
７
者
、
特
許
庁
長
官
表
彰
と
し
て
個
人
３
名
と
企
業
等　

者
を
受
賞
者
と
し
た
。　

経
済
産
業
省
・

１４

特
許
庁
で
は
、
毎
年
、
知
的
財
産
権
制
度
の
発
展
及
び
普
及
・
啓
発
に
貢
献
の
あ
っ
た
個
人
に
対
し
て

「
知
的
財
産
権
制
度
関
係
功
労
者
表
彰
」、
ま
た
、
制
度
を
有
効
に
活
用
し
円
滑
な
運
営
・
発
展
に
貢

献
の
あ
っ
た
企
業
等
に
対
し
て
「
知
的
財
産
権
制
度
活
用
優
良
企
業
等
表
彰
」
と
し
て
、
経
済
産
業
大

臣
表
彰
及
び
特
許
庁
長
官
表
彰
を
行
っ
て
い
る
。
両
表
彰
を
合
わ
せ
て
、「
知
財
功
労
賞
」
と
総
称
し

て
い
る
。

令和 5年度 受賞者及び受賞企業等
☆経済産業大臣表彰
○知的財産権制度関係功労者（50 音順）
　　久慈　直登 氏 ［一般社団法人日本知的財産協会　顧問］
○知的財産権制度活用優良企業等 ( 表彰区分／ 50 音順 )
　　株式会社エルム 知財活用企業（特許）［鹿児島県］
　　株式会社QDレーザ 知財活用企業（特許）［神奈川県］
　　株式会社 TOK 知財活用企業（特許）［東京都］
　　三笠産業株式会社 知財活用企業（特許）［奈良県］
　　株式会社Kyulux 知財活用ベンチャー  ［福岡県］
　　株式会社mediVR 知財活用ベンチャー ［大阪府］
　　平安伸銅工業株式会社　デザイン経営企業　［大阪府］

☆特許庁長官表彰
○知的財産権制度関係功労者（50 音順）
　　高林　龍 氏　 ［日本工業所有権法学会　理事長・弁護士 ]
　　丸岡　裕作 氏 ［弁理士（丸岡特許事務所所長）]
　　山下　博久 氏 ［公益財団法人刈谷少年少女発明クラブ会長 ]
○知的財産権制度活用優良企業等（表彰区分／ 50 音順）
　　FSX 株式会社 知財活用企業（特許） ［東京都］
　　株式会社 SCREENホールディングス知財活用企業（特許） ［京都府］
　　株式会社ニデック 知財活用企業（特許） ［愛知県］
　　ハードロック工業株式会社 知財活用企業（特許） ［大阪府］
　　石川樹脂工業株式会社 知財活用企業（意匠） ［石川県］
　　セイコーエプソン株式会社 知財活用企業（意匠） ［長野県］
　　株式会社池田模範堂 知財活用企業（商標） ［富山県］
　　一宮商工会議所 知財活用企業（商標） ［愛知県］
　　株式会社ミライロ 知財活用ベンチャー ［大阪府］
　　ラピュタロボティクス株式会社 知財活用ベンチャー ［東京都］
　　リバーフィールド株式会社 知財活用ベンチャー  ［東京都］
　　横河電機株式会社 オープンイノベーション推進企業［東京都］
　　国立大学法人琉球大学 オープンイノベーション推進企業［沖縄県］
　　株式会社マネーフォワード デザイン経営企業  ［東京都］
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４
月　

日
に
令
和

１８

５
年
度
「
知
財
功
労

賞
」
表
彰
式
が
東
京
・

赤
坂
で
行
わ
れ
た
。

　

本
年
度
は
、
中
谷
経

済
産
業
副
大
臣
か
ら

の
祝
辞
の
あ
と
、
経
済

産
業
大
臣
表
彰
と
し

て
個
人
１
名
と
企
業

等
７
者
、
ま
た
、
特
許

庁
長
官
表
彰
と
し
て

個
人
３
名
と
企
業
等

　

者
を
表
彰
し
た
。
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４
月　

日
１８

　

令
和
５
年
度

　
「
知
財
功
労
賞
」

　
　
　
　

表
彰
式

自治体総合フェア 2023( 第 27回 )
�テーマ�つながり、育む、持続可能な社会へ
～世界と日本の新たな局面のなかで自治体の課題を考える～
主催　一般社団法人日本経営協会
後援
( 申請予定 )内閣府、総務省、消防庁、文部科学省、厚生労働省、国土交
通省、全国知事会、全国市長会、全国町村会、指定都市市長会、全国都道
府県議会議長会、全国市議会議長会、全国町村議会議長会、東京都、独立
行政法人情報処理推進機構、国立研究開発法人防災科学技術研究所、地方
公共団体情報システム機構、日本放送協会 (NHK)
協賛
( 申請予定 )一般社団法人行政情報システム研究所、一般財団法人地域活
性化センター、一般財団法人地域総合整備財団、一般財団法人都市みらい
推進機構、一般財団法人地域開発研究所、一般財団法人新エネルギー財団、
一般財団法人省エネルギーセンター、一般財団法人日本情報経済社会推進
協会、一般財団法人ニューメディア開発協会、公益社団法人日本ファシリ
ティマネジメント協会、公益社団法人日本建築家協会、一般社団法人文教
施設協会、一般社団法人日本民間放送連盟、公益社団法人全国自治体病院
協議会、一般社団法人日本病院会、公益社団法人日本看護協会、公益財団
法人日本訪問看護財団、日本商工会議所、東京商工会議所、災害救援ボラ
ンティア推進委員会、特定非営利活動法人日本 PFI･PPP 協会、特定非営利
活動法人危機管理対策機構、特定非営利活動法人日本ネットワークセキュ
リティ協会、一般社団法人日本テレワーク協会
会期　2023 年 5 月 17 日 ( 水 )・18 日 ( 木 )・19 日 ( 金 )　3 日間 10:00 ～ 17:00
会場 東京ビッグサイト 西 3 ホール (同時開催 : 企業立地フェア 2023)
展示会入場料　無料 (原則は招待券持参者・事前登録者、ただし当日登録
　　　　　　　者も可 )
会場予定規模 会場面積 : 約 3,500� 　展示面積 : 約 1,800�
出展予定者数 約 100 社・団体
来場対象者
　官庁・自治体、議会・議員、教育委員会・学校関係者、財団・社団等団
体、公営企業・公社、NPO法人、医療福祉部門、公共部門 などの関係者
全体構成
　出展ゾーン :
 (1)ICT ゾーン       (2) セキュリティゾーン
 (3) 防災・災害対策ゾーン (4) アウトソーシングゾーン
 (5) 住民サービス向上ゾーン
　出展コーナー :
 (1) 自治体DXコーナー      (2)PFI・PPP コーナー 
 (3) マイナンバー関連コーナー  (4) 子育て・教育コーナー
主催者企画
　電子政府コーナー　カンファレンス・セミナー
　主催者、協力団体、出展者により会期中 3日間開催
(1) 自治体カンファレンス (2) 出展者プレゼンテーションセミナー
出展申込み期間
　2022 年 11 月 21 日 ( 月 ) ～ 2023 年 2 月 3 日 ( 金 )
オンライン展示会
　出展者オンラインブースとオンライン配信セミナーにより全国に情報発信
同時開催　企業立地フェア 2023
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自治体総合フェア 2022 の会場の様子

自治体総合フェア 2022 の会場の様子
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地
域
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
か
ら
の

地
域
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
か
ら
の
地
方
創
生
を
目
指
す

地
方
創
生
を
目
指
す

ア
イ
・
グ
リ
ッ
ド
・
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ

ア
イ
・
グ
リ
ッ
ド
・
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ

グリーンテックを推進し、グリーンエネルギーが
地域をめぐるサスティナブルな世界の実現を目指して

９
社
（
鹿
児
島
銀
行
、
千

葉
銀
行
、
千
葉
興
業
銀

行
、
肥
後
銀
行
、
山
梨
中

央
銀
行
、
商
工
組
合
中
央

金
庫
、
福
岡
銀
行
、
滋
賀

銀
行
、
西
日
本
シ
テ
ィ
銀

行
）
が
参
加
し
、
Ｖ
Ｐ
Ｐ

Ｊ
で
の
オ
ン
サ
イ
ト
Ｐ

Ｐ
Ａ
事
業
推
進
の
支
援

を
行
う
。

　

Ｖ
Ｐ
Ｐ
Ｊ
で
は
、
す
で

に　

都
道
府
県
に
分
散

４１
型
太
陽
光
発
電
所
を
導

入
し
、
地
域
で
の
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
普
及
に

努
め
て
き
た
。
今
回
の
資

金
調
達
に
よ
り
地
域
金

融
機
関
と
の
連
携
を
更

に
深
め
、
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー

か
つ
具
体
的
に
地
域
脱

炭
素
を
実
現
し
て
い
く
。

　　

我
が
国
全
体
の
２
０

３
０
年
Ｃ
Ｏ
２
排
出
削

減
目
標
を
達
成
に
む
け

地
域
特
性
に
応
じ
た
取

り
組
み
を
行
う
た
め
に
、

環
境
省
で
は
「
脱
炭
素
先

行
地
域
」
が
順
次
選
定
さ

れ
る
な
ど
、
脱
炭
素
を
成

長
の
機
会
と
捉
え
、
地
域

脱
炭
素
を
「
具
体
的
に
推

進
す
る
実
効
策
」
へ
の

ニ
ー
ズ
が
急
速
に
高
ま

っ
て
い
る
。

　

現
在
、
ア
イ
・
グ
リ
ッ

ド
グ
ル
ー
プ
は
地
域
で

の
再
エ
ネ
拡
大
に
向
け

て
、
地
域
脱
炭
素
を
推
進

す
る
事
業
も
促
進
し
て

い
る
。

　

今
回
の
資
金
調
達
を

も
と
に
、
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
普
及
事
業
を

更
に
加
速
さ
せ
、
グ
リ
ー

ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
地
域

を
め
ぐ
る
サ
ス
テ
ィ
ナ

ブ
ル
な
世
界
の
実
現
に

努
め
て
い
く
と
し
て
い

る
。

　

ア
イ
・
グ
リ
ッ
ド
・
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
の
子

会
社
株
式
会
社
Ｖ
Ｐ
Ｐ

　

Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
（
本
社：

東
京
都
千
代
田
区
、
代
表

取
締
役：

秋
田
智
一
）

は
、
株
式
会
社
み
ず
ほ
銀

行
を
ア
レ
ン
ジ
ャ
ー
と

し
た
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト

ロ
ー
ン
に
よ
る
総
額
１

０
３
・
４
億
円
の
資
金
調

達
を
実
施
し
、２
０
２
０

年
の
第
一
弾
の
資
金
調

達
と
合
わ
せ
て
累
計
２

０
３
・
４
億
円
の
調
達
を

完
了
し
た
。

　

今
回
の
資
金
を
も
と

に
非
Ｆ
Ｉ
Ｔ
太
陽
光
発

電
所
建
設
を
２
０
２
３

年
度
ま
で
に
、累
計
２
０

０
Ｍ
Ｗ
、
１
�
０
０
０
施

設
を
目
指
す
と
し
て
い

る
。　

　

ア
イ
・
グ
リ
ッ
ド
で
は

流
通
小
売
や
物
流
施
設

な
ど
の
屋
根
上
を
活
用

し
、
自
然
環
境
に
影
響
を

及
ぼ
す
こ
と
な
く
、
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
創

出
す
る
オ
ン
サ
イ
ト
Ｐ

Ｐ
Ａ
事
業
を
推
進
し
て

い
る
。

　

子
会
社
で
あ
る
Ｖ
Ｐ

Ｐ
Ｊ
を
通
じ
て
オ
ン
サ

イ
ト
Ｐ
Ｐ
Ａ
モ
デ
ル
国

内
Ｎ
ｏ
�
１
と
な
る
分
散

型
太
陽
光
発
電
所
を
急

速
に
拡
充
し
、２
０
２
３

年
１
月
時
点
で　

都
道

４１

府
県　

５
１
０
施
設　

１
０
７
Ｍ
Ｗ
の
稼
働
施

設
を
保
有
し
て
い
る
。　

　

地
域
金
融
機
関
と　

　

の
連
携
を
深
め
地　

　

域
脱
炭
素
を
促
進　

　

今
回
の
資
金
調
達
で

は
、
み
ず
ほ
銀
行
の
他
に

地
域
金
融
機
関
を
含
む

各
地
域
の
脱
炭
素
化
を

牽
引
す
る
リ
ー
ダ
ー
企

業
に
な
る
こ
と
を
目
指

し
て
い
く
。

　

新
エ
ネ
大
賞

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
財
団
会

長
賞
を
受
賞

〜
独
自
開
発
の
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
で
実
現
し
た
分

散
型
太
陽
光
発
電
に
よ
る

余
剰
電
力
循
環
モ
デ
ル
〜

@

株
式
会
社
ア
イ
・
グ
リ
ッ

ド
・
ソ
リ
ュ
ー
ション
ズ
は
、一

般
財
団
法
人
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
財
団
が
主
催
す
る

「
新
エ
ネ
大
賞
」
の
分
散
型

エ
ネ
ル
ギ
ー
先
進
モ
デ
ル
部

門
に
お
い
て
令
和
4
年
度

「
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
財
団
会
長

賞
」を
受
賞
し
た
。

型
太
陽
光
発
電
所
を
急

速
に
拡
充
し
、２
０
２
３

年
２
月
時
点
で　

都
道

４３

府
県
５
２
５
施
設
１
０

９
Ｍ
Ｗ
の
稼
働
施
設
を

保
有
し
て
い
る
。

　

ま
た
、２
０
２
３
年
２

月
よ
り
「
ソ
ー
ラ
ー
ア
ラ

イ
ア
ン
ス
事
業
」
を
開
始

し
、
地
域
お
よ
び
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
に
お
け
る

再
エ
ネ
自
給
率
の
最
大

化
に
資
す
る
事
業
も
促

進
し
て
い
る
。　

　

Ｊ
Ｃ
Ｌ
Ｐ
の
正
会
員

と
し
て
加
盟
す
る
こ
と

で
、
さ
ら
な
る
地
域
・
企

業
（
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー

ン
）
の
脱
炭
素
へ
の
意
識

改
革
を
促
進
し
、
日
本
の

と
し
て
参
加
。
ま
た
、
２

０
２
３
年
１
月
よ
り
企

業
の
脱
炭
素
リ
ー
ダ
ー

人
材
を
養
成
す
る
「
環
生

塾
」
を
企
画
・
開
講
す
る

な
ど
脱
炭
素
に
向
け
た

活
動
を
積
極
的
に
行
っ

て
き
た
。　

　

事
業
と
し
て
は
、
流
通

小
売
や
物
流
施
設
な
ど

の
屋
根
上
を
活
用
す
る

こ
と
で
、
自
然
環
境
に
影

響
を
及
ぼ
す
こ
と
な
く
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
創
出
す
る
オ
ン
サ
イ

ト
Ｐ
Ｐ
Ａ
事
業
を
推
進

し
て
お
り
、
子
会
社
Ｖ
Ｐ

Ｐ
Ｊ
を
通
じ
て
オ
ン
サ

イ
ト
Ｐ
Ｐ
Ａ
モ
デ
ル
国

内
Ｎ
ｏ
�
１
と
な
る
分
散

設
さ
れ
、
環
境
に
対
す
る

取
り
組
み
だ
け
で
は
な

く
、
多
様
性
や
ガ
バ
ナ
ン

ス
に
関
す
る
開
示
が
義

務
化
さ
れ
る
な
ど
、
脱
炭

素
社
会
へ
の
貢
献
を
は

じ
め
と
す
る
Ｅ
Ｓ
Ｇ
へ

の
取
り
組
み
が
重
要
視

さ
れ
て
い
る
。　

　

ア
イ
・
グ
リ
ッ
ド
で
は

２
０
２
２
年
５
月
に
、気

候
変
動
に
対
す
る
取
り

組
み
を
積
極
的
に
推
進

す
べ
く
、
Ｊ
Ｃ
Ｌ
Ｐ
に
賛

助
会
員
と
し
て
加
盟
し
、

同
年　

月
に
エ
ジ
プ
ト

１１

で
開
催
さ
れ
た
Ｃ
Ｏ
Ｐ

　
（
国
連
気
候
変
動
枠
組

２７条
約
第　

回
締
約
国
会

２７

議
）
の
Ｊ
Ｃ
Ｌ
Ｐ
視
察
団

社
会
の
構
築
に
向
け
た

動
き
は
世
界
中
で
加
速

し
て
お
り
、
企
業
は
気
候

変
動
対
策
な
ど
の
非
財

務
情
報
の
開
示
や
、
自
社

の
み
な
ら
ず
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
上
で
の
Ｃ
Ｏ

２
排
出
量
の
削
減
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、２
０
２
３
年

度
よ
り
、
有
価
証
券
報
告

書
に
「
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ

ィ
に
関
す
る
考
え
方
及

び
取
組
」
の
記
載
欄
が
新

　

株
式
会
社
ア
イ
・
グ
リ

ッ
ド
・
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

ズ
は
、２
０
５
０
年
ま
で

に
温
室
効
果
ガ
ス
（
Ｇ
Ｈ

Ｇ
）
排
出
量
ゼ
ロ
と
す
る

目
標
を
支
持
し
、
持
続
可

能
な
脱
炭
素
社
会
実
現

を
目
指
す
企
業
グ
ル
ー

プ
で
あ
る
「
日
本
気
候

リ
ー
ダ
ー
ズ
・
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
『
Ｊ
Ｃ
Ｌ

Ｐ
』」
に
正
会
員
と
し
て

加
盟
し
た
。

　

持
続
可
能
な
脱
炭
素

を
、
本
サ
ー
ビ
ス
に
よ
っ

て
他
発
電
事
業
者
な
ど

へ
広
げ
て
行
く
と
し
て

い
る
。

６
月
ま
で
に
１
０
０
施

設
で
の
導
入
を
見
込
ん

で
い
る
。
こ
の
「
余
剰
電

力
循
環
モ
デ
ル
」
の
対
象

　

本
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

を
可
能
に
し
て
い
る
技

術
的
背
景
と
し
て
、
独
自

開
発
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
「R.E

.A
.L.

N
ew
E
nergy

Platform

�
」
に
よ
る
余
剰
電
力
量

予
測
が
あ
る
。　

　

こ
の
プ
ラ
ッ
ト
フ

ォ
ー
ム
に
搭
載
さ
れ
た

Ａ
Ｉ
予
測
モ
デ
ル
が
、
施

設
で
使
い
き
れ
な
い
余

剰
電
力
量
の
複
雑
か
つ

タ
イ
ム
リ
ー
な
予
測
す

る
こ
と
で
、
需
給
バ
ラ
ン

ス
を
取
っ
た
形
で
他
需

要
家
へ
余
剰
電
力
を
融

通
す
る
「
余
剰
電
力
循
環

モ
デ
ル
」
が
可
能
に
な
っ

た
。　
　

ア
イ
・
グ
リ
ッ
ド
グ

ル
ー
プ
に
よ
る
「
余
剰
電

力
循
環
モ
デ
ル
」
の
実
績

は
２
０
２
３
年
２
月
末

時
点
で　

施
設
と
な
り
、

４４

　

子
会
社
Ｖ
Ｐ
Ｐ　

Ｊ

ａ
ｐ
ａ
ｎ
は
２
０
１
７

年
か
ら
国
内
初
の
太
陽

光
Ｐ
Ｐ
Ａ
モ
デ
ル
サ
ー

ビ
ス
を
開
始
し
、
現
在
、

オ
ン
サ
イ
ト
Ｐ
Ｐ
Ａ
モ

デ
ル
国
内
Ｎ
ｏ
�
１
※
の

実
績
を
有
す
る
。

　

こ
の
実
績
か
ら
培
っ

た
事
業
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活

か
し
、
太
陽
光
発
電
所
で

発
生
し
た
余
剰
電
力
を

買
い
取
り
す
る
サ
ー
ビ

ス
を
２
０
２
３
年
３
月

よ
り
提
供
開
始
。
本
サ
ー

ビ
ス
の
第
一
弾
と
し
て
、

３
月
１
日
付
け
で
リ

コ
ー
リ
ー
ス
株
式
会
社

と
の
取
組
み
を
開
始
し

た
。

　

独
自
開
発
プ
ラ
ッ　

　

ト
フ
ォ
ー
ム
に
よ　

　

る
「
余
剰
電
力
循
環　

　

モ
デ
ル
」
が
技
術
的　

　

背
景
に

●
グ
ル
ー
プ
内
の
余
剰

電
力
循
環
モ
デ
ル
で
６

月
ま
で
に
１
０
０
施
設

以
上
で
の
導
入
を
見
込

み
、
こ
の
実
績
で
培
っ
た

ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
す
る

こ
と
で
「
自
然
を
壊
さ
ず

に
再
エ
ネ
利
用
を
最
大

化
さ
せ
る
」。　

自
然
を
壊
さ
ず
に
地
域

再
エ
ネ
循
環
を
最
大
化

　

第
一
弾
と
し
て
リ

コ
ー
リ
ー
ス
株
式
会
社

へ
提
供

　

ア
イ
・
グ
リ
ッ
ド
グ

ル
ー
プ
で
は
「
グ
リ
ー
ン

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
め
ぐ
る

世
界
の
実
現
」
を
ビ
ジ
ョ

ン
に
、
自
然
環
境
に
影
響

を
及
ぼ
す
こ
と
な
く
、
地

域
の
再
生
エ
ネ
普
及
の

最
大
化
を
目
的
と
し
た

事
業
活
動
を
行
っ
て
い

る
。

　

株
式
会
社
ア
イ
・
グ
リ

ッ
ド
・
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

ズ
は
、
オ
ン
サ
イ
ト
Ｐ
Ｐ

Ａ
を
行
っ
て
い
る
発
電

事
業
者
な
ど
に
対
し
、
当

該
施
設
で
使
い
き
れ
な

い
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
買
い
取
り
、
他
需

要
家
へ
循
環
さ
せ
る
「
太

陽
光　

余
剰
電
力
買
取

サ
ー
ビ
ス
」を
２
０
２
３

年
３
月
１
日
よ
り
開
始

し
た
。

　　

概
要

●
独
自
開
発
の
需
要
／

発
電
予
測
モ
デ
ル
を
活

用
し
た
「
太
陽
光　

余
剰

電
力
買
取
サ
ー
ビ
ス
」
の

提
供
を
２
０
２
３
年
３

月
よ
り
ス
タ
ー
ト
。

●
第
一
弾
と
し
て
「
リ

コ
ー
リ
ー
ス
」
に
お
け
る

余
剰
電
力
を
買
取
り
開

始
。

　

グ
リ
ー
ン
テ
ッ
ク
を

推
進
し
、
グ
リ
ー
ン
エ
ネ

ル
ギ
ー
が
地
域
を
め
ぐ

る
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
な

世
界
の
実
現
を
目
指
す

株
式
会
社
ア
イ
・
グ
リ
ッ

ド
・
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ

は
、
３
月
１
日
、
株
式
会

社
栃
木
銀
行
（
栃
木
県
宇

都
宮
市
）

と
、
関
係
当

局
等
の
認

可
取
得
を

前
提
と
し

て
、
地
域
内

で
再
生
可

能
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
創
出
／
循
環
さ

せ
る
こ
と
で
、
地
域
脱
炭

素
化
、
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
強

化
、
地
域
経
済
循
環
と
を

実
現
す
る
こ
と
を
目
指

す
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
関
連
事
業
を
営
む

他
業
銀
行
業
高
度
化
等

会
社
※
１
を
共
同
で
設

立
す
る
こ
と
に
つ
い
て

合
意
し
た
と
発
表
し
た
。

　

ア
イ
・
グ
リ
ッ
ド
で
は

子
会
社
で
あ
る
Ｖ
Ｐ
Ｐ

　

Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
を
通
じ
、

流
通
小
売
、
物
流
等
の
企

業
向
け
を
中
心
に
、
施
設

屋
根
上
に
初
期
費
用
な

し
で
太
陽
光
発
電
所
の

導
入
を
可
能
と
す
る
Ｐ

Ｐ
Ａ
事
業
を
い
ち
早
く

手
が
け
、
今
日
で
は
国
内

最
大
級
規
模
（
累
計
契
約

１
３
５
社
１
、
２
１
５

施
設
／
発
電
容
量
２
７

４
Ｍ
Ｗ
※
２
）の
実
績
を

有
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
太
陽
光
パ
ネ
ル

の
設
置
面
積
を
最
大
化

し
つ
つ
、
再
エ
ネ
電
力
の

自
家
消
費
比
率
を
大
幅

に
向
上
さ
せ
る
「
余
剰
電

力
循
環
モ
デ
ル
」
な
ど
の

独
自
の
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
や
技
術
／
ノ
ウ
ハ
ウ

を
蓄
積
し
て
お
り
、
導
入

企
業
様
と
と
も
に
脱
炭

素
社
会
化
を
推
進
し
て

き
た
。

　

栃
木
銀
行
は
、「
豊
か

な
地
域
社
会
づ
く
り
に

貢
献
す
る
」
と
の
経
営
理

念
に
基
づ
き
、
環
境
や
地

域
社
会
の
課
題
に
働
き

か
け
る
こ
と
で
、
地
域
に

好
循
環
を
生
む
「
ロ
ー
カ

ル
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」
の
実
現
を

目
指
し
て
い
る
。

　

両
社
は
、
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
創
出
／
循

環
さ
せ
る
こ
と
で
、
地
域

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
を
実
現
す
る
こ
と
を

目
指
し
、２
０
２
２
年　
１１

月
に
連
携
協
定
を
締
結

し
て
、
具
体
的
な
方
法
を

検
討
し
て
き
た
結
果
、
こ

の
度
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
事
業
会
社
を
共
同

で
設
立
す
る
こ
と
に
つ

い
て
、
合
意
す
る
に
至
っ

た
も
の
で
あ
る
。　

　

新
会
社
を
通
じ
、
ア

イ
・
グ
リ
ッ
ド
の
ノ
ウ
ハ

ウ
を
活
用
し
て
地
域
内

に
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

循
環
さ
せ
る
こ
と
で
、
地

域
脱
炭
素
化
や
レ
ジ
リ

エ
ン
ス
の
強
化
を
実
現

し
、
ひ
い
て
は
地
域
経
済

の
活
性
化
に
つ
な
げ
て

い
く
。

※
１　

銀
行
法
第　

条
１６

の
２
第
１
項
第　

号
お

１５

よ
び
銀
行
法
第　

条
の

５２

　

第
１
項
第　

号
に
規

２３

１４

定
さ
れ
た
銀
行
・
銀
行
持

株
会
社
の
子
会
社
等

※
２　

出
典：

２
０
２

２
年　

月
９
日
発
表
プ

１１

レ
ス
リ
リ
ー
ス
「
ア
イ
・

グ
リ
ッ
ド
グ
ル
ー
プ　

Ｖ
Ｐ
Ｐ　

Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ

屋
根
上
太
陽
光
発
電
オ

ン
サ
イ
ト
Ｐ
Ｐ
Ａ
モ
デ

ル
が
国
内
Ｎ
ｏ
�
１
に
」

　

株
式
会
社
ア
イ
・
グ
リ

ッ
ド
・
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

ズ
の
子
会
社
Ｖ
Ｐ
Ｐ　

Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
は
、
３
月　
３０

日
、
北
九
州
市
の
公
共
施

設
等
へ
の
太
陽
光
発
電

設
備
の
導
入
す
る
こ
と

が
決
定
し
た
と
発
表
し

た
。

　

北
九
州
市
は
、「
２
０

５
０
年
ま
で
に
脱
炭
素

社
会
の
実
現
（
温
室
効
果

ガ
ス
の
排
出
を
全
体
と

し
て
ゼ
ロ
と
す
る
）」
を

目
指
す
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

シ
テ
ィ
を
表
明
し
、「
環

境
と
経
済
の
好
循
環
」
に

よ
り
、
都
市
や
企
業
の
競

争
力
を
高
め
、
国
内
外
の

脱
炭
素
に
貢
献
す
る
こ

と
を
目
指
し
て
い
る
。

　

２
０
２
２
年
４
月
に
、

国
か
ら
地
域
特
性
等
に

応
じ
て
先
行
的
に
脱
炭

素
に
向
け
た
取
組
を
行

う
「
脱
炭
素
先
行
地
域
」

に
選
定
さ
れ
、
太
陽
光
パ

ネ
ル
等
を
第
三
者
所
有

方
式
で
導
入
す
る
「
再
エ

ネ
１
０
０
％
北
九
州
モ

デ
ル
」
を
活
用
し
て
、
再

エ
ネ
の
安
定
的
か
つ
安

価
な
供
給
モ
デ
ル
の
構

築
に
取
組
ん
で
い
る
。

　

今
回
こ
の
取
り
組
み

の
一
環
と
し
て　
　

の

１７

公
共
施
設
等
に
太
陽
光

発
電
設
備
の
導
入
が
決

定
し
、
Ｖ
Ｐ
Ｐ
Ｊ
は
㈱
北

九
州
パ
ワ
ー
を
通
じ
て

事
業
の
一
部
を
受
託
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
再
エ
ネ
が
め
ぐ
る　

社
会
実
現
に
向
け
て

　

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー　

　

ン
の
Ｇ
Ｘ
ア
ラ
イ　

　

ア
ン
ス
を
推
進

　

ア
イ
・
グ
リ
ッ
ド
グ

ル
ー
プ
で
は
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地

消
な
ら
び
に
循
環
型
社

会
実
現
を
推
進
し
て
い

る
。
今
回
の
取
り
組
み

は
、
地
方
自
治
体
・
地
域

企
業
な
ど
と
の
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
り
、
各

地
域
の
脱
炭
素
化
を
具

体
的
に
推
進
す
る
ソ
ー

ラ
ー
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
事

業
※
１
の
第
四
弾
と
な

る
。

　

今
回
の
北
九
州
市
で

の
Ｐ
Ｐ
Ａ
導
入
は
、
ア

イ
・
グ
リ
ッ
ド
グ
ル
ー
プ

と
し
て
自
治
体
と
の
連

携
は
初
の
取
り
組
み
と

な
り
、
今
後
も
自
治
体
と

の
連
携
を
深
め
、
地
域
の

脱
炭
素
化
を
促
進
し
て

い
く
。
引
き
続
き
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及

と
グ
リ
ー
ン
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
地
域
を
め
ぐ
る

サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
な
世

界
の
実
現
に
努
め
て
い

く
と
し
て
い
る
。

地
域
脱
炭
素
化
・エ
ネ
ル
ギ
ー
循
環
に
向
け

栃
木
銀
行
と
再
エ
ネ
事
業
会
社
を
設
立
へ

ア
イ
・
グ
リ
ッ
ド
の
ノ
ウ
ハ
ウ
活
用
し

　

地
域
脱
炭
素
化
・
再
エ
ネ
の

地
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【栃木銀行の概要】
社名 : 株式会社栃木銀行
本店所在地 : 栃木県宇都宮市西 2-1-18
代表者 : 取締役頭取 黒本 淳之介
資本金 : 274 億 8百万円
設立 : 昭和 17 年 12 月
会社HP: https://www.tochigibank.co.jp/

■株式会社アイ・グリッド・ソリューションズについて
　アイ・グリッド・ソリューションズは、仮想発電所 (VPP) 事業、エネルギーマネジメント事業、電
力供給事業を通した脱炭素ソリューションを統合的に展開するエネルギーサービスプロバイダー。子
会社である VPP Japan はオンサイト PPAモデル国内No.1 ※ 1 の事業を手がけている。グリーンテ
ックを推進し、グリーンエネルギーが地域をめぐるサスティナブルな世界の実現を目指します。環境
省「第 9回グッドライフアワード」環境大臣賞 最優秀賞受賞
※ 1富士経済 再生可能エネルギー発電システム・サービス市場 /参入企業実態調査 2022 第三者所有
モデル (PPA、リース )・非住宅 (10kW以上 )・2021 年度実績 

社名 : 株式会社 アイ・グリッド・ソリューションズ
本社所在地 : 〒 102-0083 東京都千代田区麹町 3-7-4
代表者 : 代表取締役社長　秋田　智一 ( あきた　ともかず )
資本金 : 3,530 百万円 (2022 年 12 月末日時点 ) ※資本剰余金含む
従業員 : 100 名
設立 : 2004 年 2 月
会社 HP : https://www.igrid.co.jp/

オンサイト PPA1,000 施設 /200MW稼働に向け
金融機関 10 社から 103.4 億円を追加調達

全国の金融機関との連携を深め
地域脱炭素を推進 /累計 203.4 億円を調達

概　要
●みずほ銀行をアレンジャーとする協調融資により、子会社 VPPJが 103.4 億円を追加調達。
●みずほ銀行、地域金融機関を含む計 10 社との連携により、全国各地において地産地消型の太陽光発電による脱炭素
　を推進。
● 2023 年度までに累計 200MW、1,000 施設を目指す (2023 年 1 月現在 107MW/510 施設稼働 )。
● 2030 年の再エネ比率 38% 目標達成に向け、スピーディーに導入でき、自然を傷つけない屋根上太陽光発電を積極的に
　推進。 
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アイ・グリッドの「余剰電力循環モデル」スキームイメージ
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